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様式第６号（第１７条関係） 

会  議  録 

( ５ – １ ) 

会議の名称 令和５年度 第１回春日部市青少年健全育成審議会 

開 催 日 時 令和５年１０月３日(火) 
開 会 午後  ２時００分 

閉 会 午後  ３時２５分 

開 催 場 所 春日部市役所本庁舎２階 全員協議会室 

議長(会長等)氏名 会長 石塚 勝美 

出 

 

席 

 

者 

委員氏名 

(出席人数：１１人)  

石川 和明、山田 農久、古賀 好江、並木 素生、宇井 つぎ子   

小保方 敏美、高山 まさ子、池田 稔、竹原 聡人、竹内 和幸 

石塚 勝美 

説 明 者 

そ の 他 

こども育成課長 手﨑 貴代公 

こども育成課こども育成担当主幹 角田 尚之 

こども育成課こども育成担当主査 星野 千絵 

事 務 局 

(出席人数：６人)  

こども未来部長 大倉 千佳 

こども未来部次長 野口 勉 

こども育成課長 手﨑 貴代公 

こども育成課こども育成担当主幹 角田 尚之 

こども育成課こども育成担当主査 星野 千絵 

こども育成課こども育成担当主事 武田 亘世 

次第及び公開・一部

公開・非公開の区分 

 

１.開会 

２.あいさつ 

３.委員紹介 

４.職員紹介 

５. 議事 

（１）かすかべっ子幸せ応援プラン事業進捗管理について 

６.報告 

（１）こども計画の策定について 

７.その他 

（１）今後のスケジュールについて 

８.閉会 

次第及び公開、一部公開、非公開の区分 
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( ５ – ２ ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一部公開・非公開の 

場合はその理由 

□  要綱第３条第１号該当： 

□  要綱第３条第２号該当： 

□  要綱第３条第３号該当： 

□  要綱第３条第４号該当： 

配 布 資 料 

 

＜資料＞ 

会議次第、委員名簿 

資料１ かすかべっ子 幸せ応援プラン進捗状況一覧 

資料２ こども基本法の概要 

会議録の作成方法 

□ 録音テープ等 

を使用した全文記録 

■ 録音テープ等を使用した要点記録 

□ 要点記録 

会議録署名の指定 

会議録の署名は、会長が行うものとする。 
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( ５ – ３ ) 

発 言 者 発言内容 ・ 決定事項 

 

   

    

 

    

 

  

 

 事務局 

 

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

委 員 

１．開会 

 

２．あいさつ  

 

３．委員紹介 

 

４．職員紹介 

 

５．議事 

（１）かすかべっ子幸せ応援プラン事業進捗管理について 

 

＜「資料１ かすかべっ子 幸せ応援プラン進捗状況一覧」によ

り説明＞ 

 

 ただいまの説明について、ご意見、ご質問はありますか。 

 

 この計画は令和１１年度までの７年間の期間となっている。今

年が初年度ですが、担当として、事業進捗状況をどのように捉え

ていますか。 

 

 今のところ順調に進んでいると捉えております。 

 

 調査票の内容が抽象的な表現となっていて、具体性に欠けてい

るように感じます。具体的な情報で進捗管理していくとともに「必

要とする人に、必要なことを届ける」行政から積極的に関わって

いってほしいと思います。 

 

 3 地域における支援体制の充実の中で、こども食堂の立ち上げに

関して、市民からの反応はありますか。 

 

 何件か反応が来ています。 

 

 障がいのある児童という表現の中で、発達障害及び高次脳機能

障害を含むという表現を取っています。数十年前に比べ、この問

題は顕著になっているにも関わらず、地域社会や学校教育の中で

具体的な手だてがなされていません。また、進捗管理は、従来の

障がいのある児童に対する対応の域を出てないように感じます。

一歩進んだ対応をお願いしたい。 
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  ( ５ – ４ ) 

発 言 者 発言内容 ・ 決定事項 

 

委 員 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

自身の経験から、教育相談を受けることが難しかった経験があ

ります。サービスが受けづらくフォローしてもらえる体制が不十

分に感じました。また、ヤングケアラーに関しても自身で発信で

きない子どもはたくさんいる中で、早期の段階で支援につなげて

いくことが大切だと感じます。 

 

発達障がい児童への支援体制は教育委員会と連携して行ってい

ます。地域にそういった児童に対する理解を深めるため、セミナ

ーや研修の機会があると良いと感じます。また、保護者同士のコ

ミュニケーションを通じて情報共有がされていたが、コロナ禍で

途切れているように感じます。 

 

発達障がい児童を特別支援教育につなげるだけではなく、通常

学級で学ぶ中で、小学校、中学校、高等学校と切れ目なく支援を

行っていける体制を作っていく必要があるように感じます。また、

高次脳機能障害を持った児童に対しての専門的なサービスが必要

であると感じます。 

 

教員や行政においても、専門的知識得るべく研修を行っていく

必要があると思います。 

 

６．報告 

（１）こども計画の策定について 

＜「資料２ こども基本法の概要」により説明＞ 

 

 こども計画を作成する意義は何でしょうか。 

 

 かすかべっ子幸せ応援プランは、貧困対策の法律に基づき作成

しています。こども計画はこども基本法に基づき作成されます。

対象を貧困の子どもだけでなく、子ども・若者・子育て当事者を

対象として、こどもの意見を聴取しつつ、地域と一体となり取り

組んでいく計画となります。地方自治体が作成する意義があると

考えます。 

  

保護者が病気を患い働くことができず貧困になってしまう場合

があります。雇用の確保、経済の発展の念頭に置き貧困対策に取

り組んでいきたい 
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( ５ – ５ ) 

発 言 者 発言内容 ・ 決定事項 

    

議 長 

 

 

 

事務局 

 

皆さんのそれぞれのご専門の立場から貴重なご意見いただきあ

りがとうございました。 

 

７．その他 

（１）今後のスケジュールについて 

本年度、全２回の会議を予定しています。次回は、令和６年１

月を予定しています。 

 

８．閉会 

議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

 

令和５年１０月１１日 

 

署名者の職・氏名  青少年健全育成審議会会長 石塚 勝美 

（原本署名） 

 

 

 


